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平成 23年 12月 26日 



はじめに	
 

	
 

	
 大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻では、平成22年度より、専攻内

での国際的教育環境の醸成を目的として、教員や院生が企画する海外との教育

研究機関との研究交流に対して、校費から支援（総額50万円）を行うことにな

りました。	
 

	
 

	
 今年度は制度開始より２年目となり、４件の国際研究交流活動を支援するこ

とになりました。それぞれの研究交流活動の成果を発表し、本制度について広

く周知を計ると共に、教員、学生への研究交流の参考にしていただくため、平

成23年12月26日に本学にて報告会を開催いたしました。	
 

	
 本資料は、そのときの配付資料と後日提出された資料を取りまとめたもので

す。皆様の国際研究交流の参考になれば幸いです。	
 

	
 

平成23年度	
 専攻企画WG主査	
 山中俊夫	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

平成23年度	
 専攻企画WG委員	
 

山中教授（主査），戸田教授，鎌田教授，小野准教授，桑原准教授，千賀助教	
 



	
 

平成23年度	
 地球総合工学専攻	
 国際研究交流活動報告会プログラム	
 

 
 
・日時：2011年12月26日（月）13:00〜13:45 
・会場：U3-211教室 
 
・	
 船舶海洋工学部門	
 

13:05〜13:15	
 

1)	
 デルフト工科大学船舶海洋工学科との学生研究交流（発表者：中野武重(M2)）	
 

・日程：7月18日～7月19日 
・場所：デルフト工科大学（オランダ） 

 
・	
 社会基盤工学部門	
 

13:15〜13:25	
 

1)	
 第10回地盤に関する日韓合同セミナー（発表者：平山淳基(M2)）	
 

・日程：11月4日～11月6日 
・場所：韓国海洋大学校（韓国） 

 
・	
 建築工学部門	
 

13:25〜13:35	
 

1) 建築系学生における大阪大学─ハサヌディン大学の2011年国際交流	
 

（発表者：向阪真理子(M2)、山本葵(B4)）	
 

・日程：9月16日～9月23日 
・場所：サハヌディン他（インドネシア） 

 
13:35〜13:45	
 

2)	
 大阪大学・香港理工大学・ソウル市立大学による研究交流会（第6回アジア建築技

術・構造工学協定に基づく国際ワークショップ（ACBC2011））	
 

	
 （発表者：澤田昌江(M1)、本多順子(M1)）	
 

・日程：7月31日～8月4日 
・場所：香港理工大学（香港） 

 
 



平成 23年 9月 10日 
 

デルフト工科大学（TU Delft）との学生交流会報告書  
 
1. 日時・会場  

2011年 7月 18日（月曜日、祭日）	
 午後から学生幹事による観光案内 
2011年 7月 19日（火曜日）9:30～20:00 大阪大学吹田キャンパス 
 

2. 実施内容  
Ø 研究交流会 

デルフト工科大学の助教授 2名による講演（デルフト工科大学船舶海洋工学科及び教員の研究
紹介）や、デルフト工科大学・大阪大学の両学生による研究発表・質問を行うことによって、

両大学での研究の相互理解を深めた。 
Ø 昼食による交流会 

荒田記念館にて、昼食を一緒にしながら、学生生活や研究・教育・文化の違いなどについて、

いくつかのグループごとに会話をしながら交流を深めた。 
Ø 施設案内	
  

大阪大学吹田キャンパスにある実験施設等の案内を行った。具体的には、長水槽・アメーバ水

槽を見学し、イカロボットを実演した。 
Ø スポーツ交流会 

台風接近で天気は最悪であったが、デルフト工科大学の学生から是非ともサッカーの試合がし

たいとの強い希望があり、雨中で両大学の学生がサッカーの試合を行って交流を深めた。 
Ø 懇親会 

屋外でのバーベキューを予定していたが、台風接近のために、場所を荒田記念館に変更して、

日本食紹介も兼ねて一緒に食事をし、会話を通じて交流を深めた。 
 

3. 成果  
Ø 他国で行われている船舶海洋に関する研究への理解を深めることによって、幅広い視点を持つ

ことができ、学生たちの研究に対するモチベーションが更に向上した。 
Ø 英語でメールのやり取りをしながら、デルフト工科大学の学生と共に学生交流会の段取りを決

定していくことによって、国際的なコミュニケーション力を身に付けることができた。 
Ø 両校の学生にとって実りある交流会にする為に、交流プログラムを考えたり、多くの学生の参

加を促すことにより、企画力が向上した。 
Ø 当日も研究交流会、懇親会における挨拶や進行等、できる限り先生方の力を借りずに英語で進

めていこうとしたため、非常にいい経験ができたと同時に、英語への学習意欲も飛躍的に向上

した。 
Ø 特に懇親会には多くの大阪大学学生が参加し、大変盛り上がった。（写真参照） 

 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

TU Delftスタッフと大阪大学の学生幹事 5人	
 	
 	
       TU Delftと大阪大学の学生たち 
 
 



	
 

日本側参加者 
 

 
	
 	
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
相手側参加者 

氏名 研究機関及び職名 備	
 考 

 
Roel Zwart 
 
 
 
 
J. Pruyn 
P. de Jong 

 
デルフト工科大学船舶海洋工学科学生 
 
その他学生 33名 
 
 
デルフト工科大学船舶海洋工学科助教授 
デルフト工科大学船舶海洋工学科助教授 
 

 
学生代表 
 
 
 
 
引率教員 
引率教員 

	
 	
 

 

氏名 研究機関及び職名 備	
 考 

 
中野	
 武重 
若林	
 友輝 
中川	
 大輔 
関	
 	
 宏輔 
小森	
 愛美 
 
 
 
柏木	
 	
 正 

 
大阪大学地球総合工学専攻大学院生 M2 
大阪大学地球総合工学専攻大学院生 M2 
大阪大学地球総合工学専攻大学院生 M1 
大阪大学地球総合工学専攻大学院生 M2 
大阪大学地球総合工学専攻大学院生 M2 
 
その他大学院生約 25名参加 
 
大阪大学地球総合工学専攻教授 
 
その他，研究交流会，懇親会には 
複数の教員も参加 

 
幹事代表 
幹事 
幹事 
幹事 
幹事 
 
 
 
相談役 
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平成23年度地球総合工学専攻 
国際研究交流活動報告 

地球総合工学専攻 
社会基盤工学コース 
地盤工学領域 
平山 淳基 

10th  Korean/Japan Joint Seminar on 
Geotechnical Engineering 

（地盤工学に関する日韓共同セミナー） 

国際交流のタイトル 

 第１回 ２００２ 大阪大学      第２回 ２００３ 中央大学校 

 第３回 ２００４ 大阪大学      第４回 ２００５ 中央大学校 

 第５回 ２００６ 大阪大学      第６回 ２００７ 済州大学 

 第７回 ２００８ 立命館大学 

 第８回 ２００９ Korea Institute of Geoscience and Mineral Resources 

 第９回 ２０１０ 大阪大学      第10回 ２０１１ 韓国海洋大学 

開催場所の変遷 

平成２３年１１月４日～１１月６日 
＊期間 

＊参加機関 
韓国側：韓国海洋大学/中央大学校 
日本側：大阪大学（地盤工学領域）/岐阜大学 
教員、研究員、大学院生（博士、修士）、学部４年 民間技術者（地盤の関係者） 

 

大学院生の英語論文の発表練習および交流の場． 

国際交流の目的 

実施内容Ⅰ 

11月４日：Technical Tour and Welcome party 

釜山港見学の様子 ウェルカムパーティーの様子 

実施内容Ⅱ 

11月5日：10th Korea/Japan Joint Seminar and Banquet 

＊投稿論文数 

日本側：７編（学生６編） 
韓国側：１１編（学生１０編） 
聴講者は日韓双方で約５０名 

発表の様子 晩餐会の様子 

＊博士課程と修士１年が発表主体  
Ｍ１は卒論を英語論文にして発表 
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建築工学コース 建築・都市計画論領域 

向阪真理子(M2),山本葵(B4),Abdul Radja（D3）,山内清史(M1),藤井郁(M1) 

国際交流の概要 

■日時：2011年9月16日～23日 

 

■参加者：鈴木毅准教授,吉住優子(特任研究員), 

                Abdul Radja（D3）,向阪真理子(M2), 

                山本葵(B4),山内清史(M1),藤井郁(M1) 

 

■行き先：インドネシア マカッサル市 

 

■交流先：ハサヌディン大学 

         建築学科の教員、学生 

 

国際交流の目的 

■インドネシアの習慣・生活文化の特有な建築空
間に直接触れ、学ぶ 

 

■インドネシアの公共空間での共同利用の実態
の調査をする 

 

■学生間の国際的なネットワークの構築する 

スケジュール 

9/16 (金)  : 関空発 → インドネシア着 

9/17 (土)  :ハサヌディン大学/見学・交流 

9/18 (日) : Lae-Lae島/見学 

9/19 (月) : Lae-Lae島/見学 

9/20 (火) :Barrang Lompo島/見学 

9/21 (水) :マカッサル市内/見学(井戸・市場etc.) 

9/22 (木) :バリ観光 

9/23 (金) :インドネシア発 → 関空着 
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ハサヌディン大学/交流 

建築学科教員との交流・レクチャー 

ハサヌディン大学/交流 

建築学科製図室見学 

ハサヌディン大学/交流 

建築学科の学生による設計課題プレゼンテーション 

ハサヌディン大学/交流 

建築学科の学生による設計課題プレゼンテーション 
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ハサヌディン大学/交流 

大学内施設見学/海洋系実験室 

ハサヌディン大学/交流 

大学内施設見学/お祈りのための広場 

ハサヌディン大学/交流 

大学内施設見学/食堂 

ハサヌディン大学/交流 

大学内施設見学/無線LAN利用可のパブリックスペース 



4 

Lae-Lae島/見学 

縁台「Bale-Bale」による外部での島民の暮らし観察 

Lae-Lae島/見学 

縁台「Bale-Bale」による外部での島民の暮らし観察 

Lae-Lae島/見学 

島民へのヒアリング 

Lae-Lae島/見学 

島民へのヒアリング 
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Lae-Lae島/見学 

住宅の見学 

Lae-Lae島/見学 

住宅の見学 

Lae-Lae島/見学 

住宅の見学 

Lae-Lae島/見学 

住宅の見学 
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Lae-Lae島/見学 

住宅の見学 

Lae-Lae島/見学 

島民との交流 

他地域/見学 

マカッサル市内・共用井戸の見学 

他地域/見学 

マカッサル市内・共用井戸の見学 



7 

他地域/見学 

マカッサル市内・市場の見学 

他地域/見学 

マカッサル市内・市場の見学 

国際交流を終えて 

■通常の学生生活では体験できなかった、インドネシア固有の習
慣・生活文化に直接触れる経験ができた。 

 

■ハサヌディン大学の学生と一時的な交流ではなく、帰国後も情報
交換ができるネットワークを構築できた。 

 

■インドネシアの学生だけではなく、子供から大人まで様々な世代
の現地の人々と交流ができ、言葉が通じなくとも、人と交流するこ
との楽しさを実感できた。 

 

■Lae-Lae島での見学においては、住居と外部空間の境界が曖昧で、

島民が一体的に生活の場として利用しているということが分かり、
空間の利用の仕方として、学ぶべきところがあった。 
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Research exchange meeting among Osaka University, Hong Kong 
Polytechnic University and University of Seoul ( 6th International 
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!  ACendance:'Professor)'Hisashi'Kotani,'Ichizo'Kishimoto'
'''''''''''''''''''''''''''Students)'Masae'Sawada,'Yoriko'Honda'
'''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''Li'linrui,'Masatoshi'Nishi'



ŽŻ�

!  ƢƸns§´�·I�«¯¢�¹�°·æsú»�
�

!  ĢƎ�Đx¿ĂIǘĂsĐųosĂǕÃŠ�
�

!  öĂǒsĢƎIƄÈãġrǓb�ŮŭŰƅÈIĸƦÃĽ�

�

!  ŸŃësſÂŰƯ�

Purpose�

!  �69:8>.6.7<;�27��7052;1�
�

!  �866=72,*<287�?2<1��127.;.�*7-��8:.*7�;<=-.7<;�
�

!  �7/8:6*<287�.@,1*70.�

�

!  �=5<=:.�=7-.:;<*7-270�

¶¹��°�§sŗƩ�

	�  ÀåŤÕH�

�  ƂƉÃŠ�
��  ¶¹��°�§�
��  ĴœźƧ�

Àår�¹ªsļƃXR�Ie\W�
�³¹§ƖĴ�ƥTJ�
ðçĐųtǂńòǖ�ƥSI�WĂs
øa�³¹§s­·¤¹o.�6*25qp
nĭĆÃĽIįƪÃĽ�ƥTJ�

�ks�¹ª�ąr�³¹§rßW�I
e�f�s�¹ªrĕ`mĭĆòǖ�ƥ
SIöČĐs�³¹§s­·¤¹o
.6*25qpnÀåŤÕ�ƥSIǑÖŐǒ
r �����°·�b�\on��Ű
Ư�Ţ~Iōħr§´�·�¹�°·�
ƥSźƧ`g�

Urban Revitalization�

Repair Construction �

Functional Re-planning�

Historical Conservation�

'8:4;189�

	�  !:.9*:*<287H�

�  #.;.*:,1��@,1*70.�
��  '8:4;189�

��  !:.;.7<*<287�

�2>2-.-�27<8�<1:..�0:8=9;�27�
-2;,=;;270�87.�<892,��
�7/8:6*<287�,855.,<287�/8:�
9:.9*:*<287��
�7/8:6*<287�*7-�2-.85802.;�
.@,1*70.;�?2<1�;<=-.7<;�/:86�
8<1.:�,8=7<:2.;�+A�.�6*25���

�*,1�0:8=9�,87,.7<:*<.-�27�87.�
<892,���:8=9�6.6+.:;�,855.,<.-�
27/8:6*<287�*+8=<�.*,1�<892,�
;.9*:*<.5A�*7-�.@,1*70.�2-.85802.;�
+A�.�6*25���=:270�<1.�?8:4270�;189��
?.�1*-�8998:<=72<A�<8�1*>.�/=:<1.:�
-2;,=;;287�*7-��*:0=6.7<�<8�
,8695.<.�8=:�/27*5�!:.;.7<*<287��

Urban Revitalization�

Repair Construction �

Functional Re-planning�

Historical Conservation�



¶¹��°�§sŗƩ�

	�  ÀåŤÕH�

�  ¶¹��°�§�
��  ĴœźƧ�

�ŇǒǑÖ^�IÀåŤÕnŴį`mS
gǂń�¨¹�rŌq�Ʋƾ�ƥTJ�
e\W�ĴœźƧsg~rI§´�·
�¹�°·ǂń�ÏĴJ�
|gIƻŦÈ�ēǕsĢƎŮćysƪĐ
È�R�J�

'8:4;189�

	�  !:.9*:*<287H�

�  '8:4;189�
��  !:.;.7<*<287�

�<�?*;�*�<1:..�-*A�?8:4;189�?1.7�
?.�08<�,1*7,.�<8�>2;2<�;86.�
,87;<:=,<287�58,*<287;��+A�?12,1�?.�
0*27.-�/=:<1.:�,869:.1.7;287�8/�
8=:�<892,;��?12,1�1.59.-�=;�<8�
,8695.<.�8=:�/27*5�9:.;.7<*<287��

¶¹��°�§sŗƩ�

	�  ÀåŤÕH�

�  ¶¹��°�§�
��  ĴœźƧ�
��  ĳƭÈ�

ōƑŇre�f�s�³¹§]orĴœ
s§´�·�¹�°·�I�WĂsČĐ
nßĹ`mƢƸnƥTJ�

'8:4;189�

	�  !:.9*:*<287�

�  '8:4;189�
��  !:.;.7<*<287�
��  �*:.?.55�!*:<A�

�<�<1.�.7-�8/�<1.�?8:4;189��?1*<�
?.�1*-�;..7��?1*<�?.�1*-�5.*:7<�
*7-�?1*<�?.�1*-�+..7�<1274270�
?*;�:.>.*5.-�27�<1:..�?87-.:/=5�
9:.;.7<*<287;��



¶¹��°�§sŗƩ�

	�  ÀåŤÕH�

�  ¶¹��°�§�
��  ĴœźƧ�
��  ĳƭÈ�

�Ňǒs¶¹��°�§�Ƒ��IWq
�ķiƯ[gŭınsĳƭÈJ�

¶¹��°�§sŗƩ�

	�  !:.9*:*<287�

�  '8:4;189�
��  !:.;.7<*<287�
��  �*:.?.55�!*:<A�

'.�1*-�*�0:.*<�<26.���
�=<�2<�?*;�;*-�<8�;*A�088-+A.�<8�
-.*:�/:2.7-;��

���¯¹³�

ǠÀåŤÕǦ�Ŏ»ňǧǑÖŇ|nǡ�

ǢŇŽǦP´��®¹V�wņƴƪĐQ��	�

Ǡ´��®¹ǡ�

!  �:���"��� r��F&:+*7�#.>2<*52B*<287Gs´��®¹�
ǠƪĐćĵǡ�

!  ǜţČĐŅ�®·¥�§µ���¡�
ǣŇŽǦPņƴƪĐV�wźƧŤÕQ�

ǠƪĐćĵǡ�

!  �A;*7�!5*,.�
ǠźƧŤÕǡ�

!  ĐųtĹĥ�¹ª]orIÀåŤÕrVSmŴį`gǂń�¨¹�rŌq�Ʋƾ�ƥTJ
ŌrIe���ÈsōƑŇrźƧb�g~s§´�·�¹�°·�ÏĴb�J�

ǤŇŽǦPźƧŤÕIźƧV�wǐÈģQ�

!  ö�³¹§töKsĴœ�ÜýsånźƧb�JźƧtIĹĥƍĵ�Y~mIz{Üm
sĐųXƥTǠÐŴƱƸt�i��ƢƸǡJźƧÈsħrt�*:.?.55��=//.<�!*:<A��

ƥTJ�

Schedule�

Ǡ!:.9*:*<287Ǧ�=5A�C�'8:4;189ǡ�

�*A�	����.,<=:.�*7-���87;<:=,<287�58,*<287�>2;2<270�

Ǡ5.,<=:.ǡ�

!  F&:+*7�#.>2<*52B*<287G+A��:���"��� �
Ǡ�87;<:=,<287�58,*<287�>2;2<270ǡ�

!  �870��870�&72>.:;2<A�7.?�,*69=;�9:83.,<�
�*A�
����87;<:=,<287�58,*<287�>2;2<270�*7-�9:.;.7<*<287�9:.9*:*<287�

Ǡ��87;<:=,<287�58,*<287�>2;2<270�ǡ�

!  �A;*7�!5*,.�
Ǡ!:.;.7<*<287�9:.9*:*<287ǡ�

!  �*,1�0:8=9�9:.9*:.-�2<;�9:.;.7<*<287�+*;.-�87�<1.2:�,855.,<.-�27/8:6*<287��
*0:..6.7<;�<1:8=01�-2;,=;;287�*7-�*:0=6.7<��

�*A�����!:.;.7<*<287�*7-�,58;.�,.:.687A��

!  �*,1�0:8=9�0*>.�*�?87-.:/=5�9:.;.7<*<287��*/<.:�<1*<�?.�1*-�<8�;*A�088-+A.�
<8�8=:�/:2.7-;�*<�<1.�/*:.?.55�9*:<A��



İĮ�

!  ����rðç`gºŷsòƈtIǜţ
oǘĂsĐųoĻb�\oXnYg\
onbJĦ�tIČĉ¥¶¦³nŊ�
ZIƇŕŻnIƟßsƙU�Yi�o
ĺjmV�Iom�ơSäŨrq�|

`gJ|gIōátƢƸrĕb�èƌ
İ�R�IqWqWƟßW�Ƶb\o
XnY|d�n`gXIkgqSƢƸ
n�ūĩrƛ�×[mZ��snIĘ
`ckIƢƸnsÈƵXŖ`Zİa�
�Trq�|`gJºĀntǆaq

Wjg\o�IǋTîƸrƱSĽUg
�IƏîqƧŮnƱSžbqp`mI
É�jgŋtőĥrĎ`ZĪS|`gJ
ēǕršĊsĐųoÃŠ�ƥSIe�

f�sŃërkSmĐx\oXnYg
\otǁǍqƒǝoq�|`gJ�

	�����������M1������

��69:.;;287��

!  %1.�*,12.>.6.7<�8/�
9*:<2,29*<287�27������?8:4;189�
?*;�6*4270�,866=72,*<.�?2<1�
�870��870�*7-��8:.*7�
;<=-.7<;��%1.A�*:.�/=55�8/�98?.:��
*7-�:.9:.;.7<�<1.2:�2-.*�*,<2>.5A��
�<�?*;�;<26=5*<270�/8:�6.���7-�
<1.A�52;<.7.-�*<<.7<2>.5A�<8�6A�
+:84.7��7052;1��;8�2<�6*4.;�6.�
/..5�/=7�/8:�;9.*4270��7052;1�
<18=01���*6�78<�088-�?2<1�
�7052;1����?*;�1*99A�?1.7���,*7�
0.<�<1:8=01�<8�<1.6��%1.�
.@9.:2.7,.�8/������?8:4;189�
?12,1�.7*+5.;�6.�<8�5.*7�*+8=<�
/8:.207�,=5<=:.�<1:8=01�
27<.:*,<287�?2<1�/8:.207�;<=-.7<;�
?*;�>.:A�>*5=*+5.��

Built Environment Labor., M1 Masae Sawada 

İĮ�

!  á~tÜZƢƸn�«¯¢�¹�°·
�o�\oXnYcIƱSgS\oX
É��|d�n`gJ`W`Ƶ`mS
Zrk�mđűqƢƸXƵdqZm�
�«¯¢�¹�°·Xó��oŝlYI
e\W�tgpgp`SnbXÎoW
ÈƵXnY��Trq�|`gJ|g
Ƶ`mSZTirI¿ĂIǘĂsĐų
tŇősŃërom�ƶ`S\o�Ɓ
�IƟßsũƁ�ĬcW`Zİa|`
gJS||nƢƸh[n�«¯¢�¹
�°·�b�řÈXR|�qWjgs
nIÅĀ\s�TqřÈ�½UmǙ[
g\o�ČĉİƼ`mS|bJĂǕƄ
ÈnsƢƸsǍƩīIŸŃë�Ɓ�Ŗ
`^I���sø¾ÆsĐųsƇŕŻ
qčêrư��\oXnYIČĉŏį
ƗnäŨŻq¶¹��°�§rq�|
`gJ�

	�����������M1������

��69:.;;287��

!  �<�/2:;<����,8=5-7E<�,866=72,*<.�
?2<1�/8:.207�;<=-.7<;�27��7052;1��
�=<���/8=7-�<1*<���,*7�
,866=72,*<.�?2<1�<1.6�
:.0*:-5.;;�.>.7���,*778<�;9.*4�
�7052;1�*,,=:*<.5A���/<.:�<1*<����
,8=5-�,866=72,*<.�?2<1�<1.6�
*7-�.738A.-�<*54270�?2<1�<1.6����
*5;8�/8=7-�<1*<�<1.A�47.?�
*+8=<��*9*7.;.�,=5<=:.�>.:A�
?.55�*7-�?*;�*;1*6.-�8/�6A�
+527-7.;;����*99:.,2*<.�02>270�<12;�
8998:<=72<A�����,*7�/27-�<1*<�
�7052;1�2;�2698:<*7<�27�<1.�058+*5�
*7-�2<�2;�27<.:.;<270�<8�
=7-.:;<*7-�<1.�-2//.:.7<�
,=5<=:.��%12;�?8:4;189�?*;�>.:A�
6.*7270/=5�*7-�.@,2<270�/8:�6.���

Built Environment Labor., M1 Yoriko Honda 



İĮ�

!  N&:+*7�#.>2<*52B*<287Oj
mSTƵtI\sårÜŪ�W
�qWjgXI����¶¹�
�°�§sg~I\s�¹ªX
ßW��Trq�řÈXnYm
YgJgh`IƜZoƪ�h[
ntqZIƟßsƙU�Û�I
ƟßsƱƣnƸ�\orqjgJ
�¹¬­·¤¹oŔƲ`g�I
ƺag�b�oYrIĦ�sƁ
ƽ�ƞærŢSïǀ�k[��I
Ɵßrtom�ŏżhjgJ\
s¶¹��°�§ǆ`mƟßs
ƫǎ�ğ~IƟǄs¼ǃ�ìß
ƟƬ`mSgJ��

	�����������M1�Li Linrui 

��69:.;;287��

!  %12;�?*;�6A�;.,87-�<26.�/8:��������/�A8=�*;4�6.�?1*<�<1.�088-�8/�
�����2;����9:8+*+5A�?8=5-�<.55�A8=�<1*<�27�*55�6A�/*7<*;<2,�6.68:2.;�
8/�������<1.:.�*:.�<1:..�4.A�?8:-;��,866=72,*<287��,889.:*<287�
*7-�/:2.7-;129��

!  �/�A8=�<1274�8/�2<�*;��84*A�6*A+.�;86.�427-�8/��,855.0.�;<=-.7<;�/:86�
<1:..�-2//.:.7<�,8=7<:2.;�0*<1.:�<80.<1.:�-8�;86.�52<<5.�.*;A�,1*<�
*7-�1*70270�8=<��A8=�*:.�3=;<�+*;2,*55A�0.7.:*55A�<8<*55A�?:870��'.�
1*-�+..7�?8:4270�<80.<1.:�87�*�<1.6.�?12,1�?*;�&:+*7�
#.>2<*52B*<287���./8:.�<1.������787.�8/�=;�?.:.�/*6252*:�?2<1�<12;�
<892,��/8:<=7*<.5A�?.�08<�*�,1*7,.�<8�0.<�<8�478?�2<��78<�3=;<�<8�52;<.7�
8:�<8�>2.?�+=<�*5;8�<8�<1274�*7-�<8�;9.*4�?2<1�8=:�8?7�?8:-;����?*;�
>.:A�6=,1�269:.;;.-�+A�<1.�27<.5520.7,.�*7-�5.*:7270�8/�6A�
,8?8:4.:;��<8�-2;,=;;�8:�.>.7�*:0=.�?2<1�<1.6�1*-�<:=5A�+.7./2<.-�
6.�*�58<����1*-�?2-.7.-�6A�18:2B87�*7-�+.,*6.�*?*:.�<1*<���;<255�
1*>.�*�58<�<8�269:8>.�*7-�18?�6=,1�+.<<.:���7..-�<8�+.��

!  ��*5;8�*99:.,2*<.�<1.������/8:�8//.:270�=;�<1.�6*072/2,.7<�
8998:<=72<A�<8�5.<�=;�+:270�*�+:*27�;<8:6���

Built Environment Labor., M1 Linrui Li 

İĮ�

!  ÅĀ����rðç`mĨ��gòƈtČYZǤkR�|bJ�
!  |cºkŽtIǜţrƐǢǉǒťă`mŸĂsŃë�ƘĲrư�g\onbJǛŃë�
ÌŲĈsǋSt�i��s\oÃǆÀĭ�VĠnsĻĔqpŇĜųşsSg�o\�n
ŇőntƙU��qS�Tq\o�Íǝb�\oXnY|`gJ|gŬr¿ĂÄsÑÔ
Ʈ¸ÄųƮo`mN¿ĂntÄôXċSßºÄvo�süsÑÔtËSOoSTƷƽ�
ĺjmS�oƁjgŋtom�ǞW^�ºŷïǀrŜjmS|bJ�

!  ŚrÁkŽtIŇőƸXÜZǆaqS¿nöĂsĐųoƢƸns �����°·�ǆ
`ƟßsƙU�ÉU�oSTƒǝ�nYg\onbJöĂnøa�¹ªrĕ`m��§
µ¹��ǋUuĺjmS�Ɓƽ�ǋTsnIqWqWƾƺXÿ}÷�crǟŚØsƵ`
÷SrƠ�\oXāǗn`gJesqWn© �¹±·�¹��Ɣ�ÞƀoSjgR�
��Ķ�ÐjmƟßsįƪ�ÉU�éæ�`|`gJ\sƒǝW�ßWjgstIƢƸ
s´¨³���ſĶ�ßW�To`g�ÉU�Tob�ŝĺisĤ^szTXČÀho

ST\onbJ\sƒǝtøŋrƟßsƟÓr�kqXjgsnÅħ�Êg�TqřÈ
XRjm��joT|ZnY�oĪS|bJ�

!  e`mōħrI\s¶¹��°�§�ǆ`mǘĂoǜţsċZsñǊ�Ï�\oXnY
g\onbJǜţrťă¿t¶¹��°�§ÇĊsŋǒntƮÚ`g�ǛÀ�Ýr`g
�b�¿nñĭ�Ţ~�\oXnY|`gJ\sñǊgiotÅn��·�¹£�¡�
âŴ`mǈƓ�ó�÷jmSmÅn�VÂSsĂ�ŃërkSmĐx\oXnY|bJ

\sǓÒt\�W��cjoČàr`mSYgSoĪS|bJ�
	�����������B4��

�

��69:.;;287��

��0.<�<1:..�2698:<*7<�<1270;�/:86�������

�2:;<�8/�*55����,*6.�27<8�,87<*,<�?2<1�*�58<�8/�-2//.:.7<�,=5<=:.�*7-�,=;<86;�?125.�
��;<*A.-�27��870��870�/8:�87.�?..4��%1.:.�*:.�6*7A�-2//.:.7<�*7-�=7+.52.>*+5.�
<1270�27�-*25A�52/.���8:�.@*695.��<1*<�2;�78<�875A�<1*<�/88-�*7-�52>270�.7>2:876.7<�
+=<�*5;8�<:*7;98:<*<287�,87-2<287�8:�*<<2<=-.�8/�;<*//�27�*�:.;<*=:*7<���;9.,2*55A����
08<�;=:9:2;.-�?1.7���1.*:-�<1.��127.;.�52/.�91258;891A�?12,1�2;�D�*,1�

9.895.E;�>*5=.�8/�52/.�2;�78<�2698:<*7<�27��127*�+.,*=;.�<1.:.�*:.�;8�6*7A�
9.895.�E��%1*<�2;�<1.�68;<�269:.;;270�<1270�27�����

�$.,87-����1*-�6=,1�<26.�?12,1���-2;,=;;.-�?2<1��8:.*7�*7-����;<=-.7<�*7-���
,8=5-�,87>.A�6A�8927287�27��7052;1���<�2;�;8�-2//2,=5<�<1*<�?.�<1:..�,8=7<:A�
;<=-.7<�,8=5-7E<�;1*:.�,86687�>2;287�*+8=<�;*6.�<1.6.�*<�/2:;<�+.,*=;.�*7�
*99:8*,1�8:�478?5.-0.�*+8=<�;*6.�<1270�27�.*,1�,8=7<:A��$8���<:2.-�<8�<.55�6A�

<18=01<�+A�=;270�+8-A�5*70=*0.�8:�92,<=:.;�8:�255=;<:*<287�*7-�27�<1.�.7-���
,8=5-�6*4.�8=:�0:8=9E;�8927287����/8=7-�/:86�<12;�.@9.:2.7,.�<1*<�<1.�68;<�
2698:<*7<�<1270�2;�78<��7052;1�;4255;�+=<�*<<2<=-.�<8�<:A�<8�=7-.:;<*7-�8<1.:�
9.895.���

�7-�/27*55A����6*-.�6*7A��8:.*7�*7-����/:2.7-;�<1:8=01�<12;�?8:4;189���=:270�
;<*A270�27�����?.�?.7<�<8�;201<;..270�8:�-277.:�*7-�?.�08<�68:.�27<26*<.���/<.:�

<1.�?8:4;189�?.�0.<�27�<8=,1�?2<1�<1.;.�/:2.7-;�>2*��7<.:7.<����<1274���?*7<�<8�
185-�<12;�:.5*<287;129��

��

�

Built Environment Labor., B4 Masatoshi Nishi 
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